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れ
ば
斯
る
*
的
長
所
を
有
す 

る
私
人
銀
所
似
殊
更
資
ヵ
を
割
き
て
規
糢
の̂
にj  
0 

を
輸
す
る
株
式
龈
行
の
跡
を
倣
は
ん
と
す
る
は
決
し
< 

賢
明
な
る
方
針
飞
雨
ひ
難
か
み
し
な
ろ
。
'

而

し

.
て

猶

逸

棘

式

銀

行

财

斯

の

如

き

包

括

的

業

務

を

兼
 

營
す
る
に
る
所
以
を
索
ぬ
る
に
英
國
の
如
く
金 

融
市
場
の
發
達
遠
く
市
場
の
機
關
各
其
沿
華
に
據

6
て 

分
集
的
發
達
を
遂
げ‘預
金
龈
行
»
民
地
銀
行
商
人
銀
行 

割
引
商#
金
^

！社
称
式
手
形
の
仲
質
入
等
金
融
^
關 

と
し
て
各

方-w
に
殆t
間
然
す
る
所
な
く
加
之
商J：
業 

資

金

の

.
需

要

名

亦

舊

來

企

業

の

改

良

费

或

は

.

漸
雕
的
縻 

張
#
を
補
输
す
る
を
以
て
足
るi
異
な
6
.
金

融

機

關

の 

發
達
遲
々
と
し
て
進
ま
梦
貧
弱
な
る
富
力
な
る 

商
エ
業
を
据
げ
て
激
於
に
蒸
汽
、
鐵
道
の
肪
代
に
遭

p

 

し
激
烈
な
る
國
際
競
爭
の
圈
內
に
參
加
し
允
る
が
爲
め 

に
到
底^
<
の̂
如
き
分
.業
的
機
關
の
自
然
的
發
達
を
俟 

つ
暇
な
か-CN

し
こ
，そ
株
式
銀
行
の
.
如
会
特
«
機
關
を
發 

生
す
る
匕
至
ら
し‘：§-
た
る
原
因
な̂
0

而
し
て
經
濟
發
達
の
益
々
進
步
す
る
に
伴
れ
固
®
資
金 

沭
勳
資
金
に
對
す
る
長
期
信
用
資
金

.

の
一
辟
的
適
<
ロ
を 

諷
節
す
ベき
短
期
信
用
の
供
給
を
.j

贗
_

張
せ
し
a

る 

.

必
喪
を
存
し̂
6

と
雖
名
.獨
逸
に
於<

は
旣
に
不̂

全 

|

 

5

财
ら
名
動
產
銀
行
の
存
在
し
把
る
あ

6

私
人
銀̂

^

 

\

武
龈
行
共{ C

亦
比
•

較
的H

業
界u

對
し
て
寬9

な
6

し 

爲

め

長

期

信

用

の

供

給

に

對

し

焦

眉

の

急

を

感

^

る

妒 

a
 

i

あ
ら
次*<

o

名
商
業
界
の
發
展
に
對
し
て
办 

裂
缺
く
可
ら
次
る
短
期
信
用
の
'

供
输
は
之
，に
反
し
最
名 

\
緊
切
0

.

程
^

^

?

し
か
6

し
ゼ
の
V

一
 

な

ろ
.0 

\
矩
期
信
用
の
供
給
は
.
私
人
銀
行
に
'於
て
名
主
喪
業
務
の 

一

一
に
數
へ*

に
手
形
引
愛
の
方
法
‘

に
ょ
6

て
赁
用
の
供 

I
.

^

を
な
し̂

る
例
な
き
に
非
る
？
由
來
私
人
龈
，
と
顧 

\

客
と
の
關
係
粑
る
栎
式
龈
行
に
比
し
て
個
人
的
色
彩
を

一

賞

る

囊

く

銀

行

業

者

.
Q

 

§
t 
$
t
i
e>
•
は

1

1

個
A

的
印
象
と
經
驗
に
外
な
ら
^

。
n i
y

其
長
^r 

I
fプ
る
F

M

者
の
關
係
親
密
.に
し
て
顧
客
に
し
て

 

ー1
 

信
用
を
傅
せ
ん
か
銀
行
は
常
に
其
援
肋
を
辭
せ
次

る
べ

：..

し
。
然
れ
ど
名
斯
る
特
殊
の
關
係
た
る
銀
行
の
規
模
狹 

少

に

し

て

地

方

的

傾

向

を

脫

，
せ

^
る
間
に
於
<
の
み
行 

は

る

べ

き

の

とS

ふ
べ
し
。

現
今
#W

銀
行
に
ょ
6
行
は
る
>
信
用
供
給
の
方
法
はj 

斯
る
個
人
的
方
法
に
ょ
ら
少
主
と
し<

§

手

形

引

受\ 

の
方
法
を
採
用
し1

定
の
內
規
の
卞
に
有
價
證
券
の
如
一 

き一

®
の
流
働
的
擔
保
を
徵
收
し
て
私
人
銀
行
に
見
把

I 

る
如
き
入
と
場
合
と
に
依6
て
‘
«
付
を
雜
否
す
る
乙
とI 

な
し
。
此
爲
#
手
形
の
引
受
と
普
澉
貸
付
と
異
な
ゐ
點

\ 

は
銀
行
は
單
に
顧
客
に
#

し
て
自
己
の
信
用
名
聲
を
贷
一 

與
す
る
の
み
に
し
て
直
接
现
金
を
貸
與
す
る
劣
の
に
あ

I 

らh

る
财
上
.に
今
ロ
銀
行
於
此
方
法
に
依
ろ
そ
供
給
す 

る
信
用
の
額
は
媒
し
き
額
に
上-

o

獨
逸
銀
行
ド
レ
ス
テ| 

ン
艱
«
»1
ポ
#
社
等
の
手
形
51
8:
^
は
狒
.込
資
本
额
を 

遙
&
tc
a
過
せ
み
、
さ
れ
ば
往
々
世
人
の
誤
解
し
て
信

\ 

用

.0
»
給
を
以
て
資
本
の
，̂
造̂
な
6
と
^
^

®v?!P

の
■な
.き 

に
あ
ら
次
れ
ど
名
是
舉
竟
資
本
の
振
替
に
過
次
る
は#:

にS
-

な
る
銀
行
奴
乙
な
る
顧
客
の
爲
めに
一
千
馬
克
の

手
形
を
引.
受
け
^
6
と
す.
る
7̂
別
に
資
金
を
固
定
す
る 

の
必
要
な
き
は
勿
論
な6
と
雖
此
手
形
を
割
引
ず
べ
き 

:

内
な
る
龈
行
财甲
銀
行
に
^
纟
て
投
資
の
任
に
當
ら
ざ 

る
可
ら^
る
や
明
於
な6
。

然
れ
ど
名
銀
行
於
一
度
其
引
受
を
許
容
し
て
宇
形
に
自 

己
の
署
名
を
な
す
峙
は
期
日
に
於
<
0
0
於
支
挪
資
金 

を
提
供
する
と
否
と
1C
拘
ら
梦
當
然
支
拂
の
'貴
任
を
負 

擔
せ
次
る
可
ら
梦
。
勢
ひ
«
行
财
手
形
织
受
に
ょ6
て 

信
用
を
供
給
せ
ん
と
す
る
に
は
引
當
に
對
し
て
充
分
な 

る
擔
保
と
顧
客
の
資
產
信
用
に
重
き
を
置
く
に
至
る
は 

當
然
に
し
て
其
結
果
其
利
益
1C
す
る
《
の
は
罾
カ 

豐
甯
な
る
商
人
會
社
に
限
定
せ
ら
る
V a

と
亦
已o
を 

得
3 '
'
る
所
な6
。

さ
れ
！

g

株
式
銀
行
の
：勃
興
と
共
に
私
人
®
行
の
個
人
的 

信
用
に
惯
れ
杧
る
小
商
人
の
怨
璲
の
聲
を
聞
く
己
と
尠 

か
ら
次
れ
ど
？
元
來
短
期
信
用
0
性
質
杧
る
將
來
同
收 

の
確
實
なる

.}

滕
的
資
金'の
|不
適

<
ロ

を

調

節

す

べ

き

喾 

の
^
P0
に
し 
< 龈
行
财
之
に
依
<
商
エ
業
者
の
流
動
資



金
を
供
»

せ
ん
と
す
る
は
銀
行
營
業
の
甚
礎
を
'不
安
な 

ら
し
士
る
？

の
と
い分
ベ
く
殊
に
在
來
の
私
人
鈸
行
の 

如
メ
徒
ら
に
個
人
に
信
用
を
許
容
す
る
の
弊
は
彼
等
を 

し
て
必
要
な
る
流
動
資
金
を
準
備
せ
^
し
て
常
に
銀
行 

に
侬
賴
せ
ん
と
す
る
惡
風
潮
を
釀

O

 

j

朝
恐
慌
の
襲
來 

づ
る
に
及
び
て'
«彼
我
典
に
非
常
な.る
^
幸
に
遭
遇
せ 

次
れ
ば
止
ま
次
る
べ
し
。

.
三

株

式

銀

行

設

立

時

代

株
式
組
織
の
大
銀
行
は
何
れ
^>

1

八
五o
年
前
後
の
設 

立
に
係
ふ
名
の
に
し
て
設
立
の
最
名
古
き
名
の
は

「
ヶ 

ル
ン」

の「

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
、

\
J

銀
行
組
合
に
し
て
二
八
 

四
八
年
同
名
の
私
人
銀
行
の
營
業
を
繼
承
し
て
千
五
苜 

禽
馬
克
の
資
本
金
を
以
て
營
業
を
開
始
し

^
ダ
ム
ス
テ 

トJ

の「

ダ
ム
ス
テ
ツ
ト

」

銀
行
は
*
ホ
金
千
七
百
^
畠 

克
を
以
て
獨
逸
工
業
の
發
達
に
»

M
せ
ん
と
す
る
目
的 

這

^
|

;\
菩
ー
年
に
設
立
せ
ら
れ
別
じ
觸
ル
^

^ ! 

行

の

名

あ

ろ:0
グ
イ
Ur
ン
グ
ン
の
中
獨
逸
信
用
銀
行

m
i
lv
l

M
i

ハ

年

に

創

立

せ

ら

れ

、
.
伯

林

に

於

て

は

観

邮
 

.脅
'
社

は}

八
五
一
年
前
普
.#
置
大
纖
大
肖
タ
へ
ビ 

,

ツ
ド
、

ハ
ン
ズマ
シ
の
創.
立
に
な6 |

八
五
六
年#
^
 

組
織
に
變
更
し
資
本
金

|〗一

千
^
st
if
e
を
以
て
特
に
割
引 

に
依
6
信
用
を
供
給
せ
ん
と
し
て
此
名
稱
ぁ
6
0後
口
 

ス
，チ
ヤ
ィル
ド
家
の
營
業
.を
繼
承

.
3

て

|

大
發
展
の
華 

礎
を
作
ろ̂

6
。
伯
林%_

グ
歡1{
:
¥
リ

八

五

六

年

資
 

本
金
千
五
百
萬
馬
克
に
て
商
エ
燊
の
發
達
將
に
株
式
會 

社
の
設
立
を
獎
勵
せ
し
が
爲
め
に
設
立
‘せ
ら
れ
允4
0 

其
他
來
府
、
..漠
堡
フ.1

フ
ン
グ
フ
ル
ト
等
に
於
て
設
立 ̂

ら

れte
:
る
株
式
齦
行®
か
らf

j

れ

ど

名

當

婶

此

勢

の

.
諸 

龈
行
の
營
業
、
資
本
等
於
現
塒
の
隨
盛
に
比
較
し
て
殆 

と
隔
世
の
感
ぁ6
。
試
に
上
記
諸
龈
行
に
就
き
て
設
立 

當
滕
と
現
在
の
.資
本
類
を
對
照
す
れ
ば
次
の
如
し
。

. 

' 

.設
立
常
時
苗
萬
馬
鬼
現
拒5塊
馬
鬼 

割
9|
會
社 

一一5 

1

h
〇

商H

銀
行 

1

七 

1

六o

シ

ャ

フ

ハ

ウ

ゼ

ン

銀

行

】

!£
ニ 
S

伯
林
簡
業
會
社

 

一
六
 

ニ 
o

然
作
ど
名
株
式
銀
行
の
談
立
に
#
しV

 
一
«
期
を
劃
し 

杧

る

は

一

八

七

Q

年
普
佛
戰
爭
以
後
に
し
て
此
年
に
於 

て
は
獨
逸
艱
行
及
び
商
業
割
引
銀
行
設
立
せ
ら
れ

一.

八 

七
ニ
年
に
至6
、

ド

レ

ス

デ

ン

龈

行

設

立

せ

ら

る

°

此 

辟
期
は
普
佛
戰
提
の
結
果
五
十
億
法
の
償
金
を
獲
#
し 

國
內
の
富
力
急
激
に
增
加
し

V
.

企
業
熱
巽
絕
頂
に
達
し 

隨
て
銀
行
設
立
熱
叉
最
$
胚
盛
を
極
め
新
鈸
行
の
設
立 

數
务
る
に
暇
な
か
し
と
離
其
反
動

i
し
て
一
八
七
三 

年
後
來
襲
し
杧
る
恐
憷
期
六
年
間
に
破
產
の
運
命
に
遭
一 

遇
し
杧
る$
の
夥
し
く
行
數
に
於
<
實
に
七
十
三
行
資 

本
額
ニ
千
百
五
十
萬
磅
の
多
き
を
算
せ
6
° 

現
在
の
資
本
金
類
ニ
僚
馬
克
に
し
て
資
本
金
の
大
な
る

I  

こ
と「

ド.
レ
ス
デ
ン—

銀
行
と
共
に
株
式
銀
行
中
の
白
眉 

杧
る
獨
逸
銀
行
は'1

八

七

〇

年

馑

に

千

五

百

萬

馬

®

'-
の 

資
本
金
を
以V

創
立
せ
ら
れ̂

6
。
 

I  

而
し
て
會
滕
旣
に
存
在
せ
石

「

シ
ヤ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン

」

銀

行• 

商
工
銀
行
、
伯
林
商
業
會
社
の
如
き

r

流
の
株
式
齦
行.

の
營
業
方
針
於
何
れ
《
ェ
業
及

.
び
鐡
道#
社
：

.
©刺
便

を,

.計
る
に
偏
重
し
商
業
界
の
發
展
に
對
す
る
責
任
を
閑
却 

せ
る
に
當6
獨
逸
銀
行
の
當
初
ょ6
の
營
業
方
針
と
定 

め
杧
る
所
は
已
に
同
年
末
營
業
報
告
中
に
明
言
せ
る
如 

く「

當
行
の
目
的
と
す
る所
は
ブ
切
の
鈒
行
業
務
を
罃 

む
と
共
に
獨
逸
と
歐i#
i
其
他
の
海
外
市
場
間
に
^
け
る 

商
業
干
係
必
振
興
を
計6
之
に
利
.便
を
提
供
せ
ん
と
す 

る
に
あ6」

.
と
爾
；

5  V

銀

行

營

業

の

上

に

ー

、
新

罾

«

を 

劃

せ6
。

然

，
る

に

此

新

方

針

の

執

行

名

開

業

後

間

免

な
 

く

普
佛
戰
爭
の
勃
發
と
な6
一
 
頓
挫
を
來
す
の
已
む
な 

き
に
至
タ
杧
る
名
一
面

U

於

.
て

は

當

滕

設

立

中

の

偸

敦
 

獨
逸
銀
行
と
相
提
携
し
同
期
末
營
業
の
成
績
の
如
き
名 

取
引
總
額
四
千
萬
馬
克
割
擧
形
數
五
千
五
十
！

一

件
三 

千
萬
馬
克
純
益
金

1

一
十
四
萬
馬
克
を
擧
ぐ
る
を
得
^
る 

は
當
事
者
の.熱
心
な
る
努
力
に
歸
せ3'
\
る
可.
ら
岁
。 

海

外

業

務

の

根

骆

杧

る

短

期

信

用

の

：
：膨

服

は

趣

て

其

資
 

金
0
输
要
を
增
加
し
之
を
.
需
ひ.
る
0
事
段
と
しy'

預
金. 

%
收
策
K
全*カ
を
傾&
し
^
る.
.̂

、と
最
名̂

目
1C
値
す. 

る
所
に
しy

預
金
期
限
の
長
短
に
從
ひ
て

一

分
乃
至111



拽
七A

雜 

錄

分
芄
厘
ゆ
利
息
を
附
し
杧
る
於
如
き
漸
次
他
の
諸
銀
行

'

の
横
做
ず
る
所
と*
れ
ケo

此
方
藤.
に
依
6
<
當
行
の
吸
收
し
得
欠
る
資
金
は
一

睁 

三
千
三
西
萬
馬
克
のE
額
に
達
しfe
る
名
國
民
の
未
だ
一 

銀
行
取
引.0
利
益
を
解
す
る
名
の

»
く

同

年

末

に

至

る

|  

迄
に
殆
ど
金
部
の
引
出
に
遭
a
剩
ず
所
僮か
に

六

萬

馬|  

克
に
過^
6
し
i 
sふ
。
然
れ
ど
名
此
缺
陷
？
新

に

開

|  

始
せ
ら
れ
た
る
小
切
手
取
引
の
發
達
と
^

ち̂
て
交
互
一 

計
算
取
引
の
發
鐵
を
來
し
顧
客
と
銀
行
と
共

に
其
利
益
一 

に
浴
す
べ
し
と
の# '
望
を
現
せ6
0
而
し
て
次̂

^
に

I  

於
て
I
:
に

一
曆
の
發f

遂
げ
、.ブレ
メ
ン
&

支
席 

を
&
け
、
十
五
萬
勝
の
投
資
を
な
せ
み
倫
敦
獨
逸
銀
行

I  

は
旣
に
開
業
の
運
に
至み更
に

橫
濱
上
海
支
店の
k
鲞

I  

を
見
*
塒
當
初
の
目
的
に
向
て
進#
せ
6
。

同
^

十
二
月
ド
レ
ス
デ
ン
銀
行
設
立
3

る
同
行
は
九
一 

W

六
十
寓
舄
克Q

資
本
金
を
以vr

ザツグセン

」

の首一 

府
ド
レ
ス
デ
ン
に
初̂y

營
業
を
開
始
し
同
國
の
余
融 

を
支
配
す
るi
共
に
特
に
，手
形
株
式
の
寶
賈
に
從
事
せ

.

九
八

ん
ど
ず
る
自
的
を
有
し
把
ゲ
。
然
る
に

.1

A
A,
:}

年
&
 

.
林
*

グ
.設.
»
以
來
弗
常
な
名
發
.
展^

:

遂
げ
'「

ド'レ
、 

デ
ンJ

本

德.
單
亡
名
義.
上
に
止
め
^
^
支
店
は
事
實 

上J”

切
の
事
務
を
總
轄
ずる
の
地
位
に2.
ち
*
來
の
:6 

-
林
諸
銀
行
と
の
間u

激

烈

な

る

競

®

を

開

始

し

一

九

〇 

11

1年
に「

シ
ャ
丨

プ

ハ

•
>/
•
ゼ
ン
丨
銥
行
組
合
と
聯
合
を
決 

議
1
其
翌
年
よ6
實
施
し
^
る
於
爲
爾
行
の
寶
本
を
合 

算
す
る
蹄
は】

一
億
ニ
千萬
量

に

.上6
當
脖
最
无
の
資 

本
額
を
有
し̂
る
獨
逸
銀
行
の
資
本
を
迦
遍
す
る
tic 

1

僚
馬
克
に
しV  I

滕
獨
逸
銀
霖
に
覇
を
.
稱
し
杧6
 

し
？
不
幸
に
し
て

1

九
o
八
年
兩
行
利
害
の#
突
あ
6
 

遂
に

分
1 |
す
るH

至
ル
AVO

四.
1海
外
取
則
の
發
達
了

海
外.
取
引
の
進#
は
獨
逸
銀
行
設
立
當
勒
よ6
め
方
斜 

に
し
て
已
に
偸
敦
獨
逸
艱
行
に
證
し
て
多
額
の
‘投
資
を 

な
し
横
濱
上
海
等
に
支
店
.
設
置
を
見̂

る
c 
if i
lc
述 

ベ
杧
る
於
如
^
。
銀
行
财
海
外
に
支
店
を
設
置
し
國
帑

金
融
事
務
を
取
极
ふfe
至
る
峙
は
輸
出
入
手
®
の
引
受 

其
他
爲
替
業
務
を
馏
易
直
接

U

處
理
ず
る
を
得
て
自
國 

商
業
の
發
展
上
#
大
の
貢
獻
を
與
ふ
る
の
み

な
ら
ず
銀 

行
自
身
に
取
6V

名
之
と
關
連
し
て自
ら
預
金
1®
收
其 

他
め.
刺
便
に
浴
す
る
こ
と̂

於
ら
岁
。

普
通
*
行
は
單
に
國
两
取
引
に
の
み
其
全
力
を
傾
注
す

_ 

る
を
以
て
足る
と
の
議
論e
普
通
銀
行
以
外
に
商
人* 

行
の
如
き
特
種
機
關
を
有
し
.
世

，界

の

爲

替

手

形

は

擧

t 

X '
拂
地
を#
敦
と
しv
m集

..

3
る

、

と

s

ふ
英
國
に
於 

V

初
^)
て
之
を
17-
>
ひ
得
，ベ
く
對
外
商
業
の
發
展
上
#
に 

#
3
5手
形
0
取
极
を
以V

刻
下
の
急
務i
し
焚
る
獨
逸 

-

の
以
V
M
と
す
べ
か
ら̂

る
な
6
。

さ

れ

ば

'
從

來

此

方 

而

め

：
開̂
を
闕
却
电
る
諸
銀
行
名
漸
次
獨
逸
銀
行
の

_
 

に

倣

ひ

て

ヵ

を

海

外

：取

引

の

方

面

に

分

つ

に

至

れ

6
。 

|

な
名
獨
逸
銀
行
の
.
當

事

者

は

益

々

業

務

の

：
發

展

に 

鑣
み
靈
舲
世
界
金
齜
の
.
中>
3̂

¥

し

輕

視

す

べ

於 

ら
次
る
を
悟
ろ
®
來
の
倫
敦
獨
逸
銀
行
の
み
に
依
賴
し

闼

七

九

雜

錄

‘

に
至
方
該
行
と
の
.關
係
を
解
き
て
新
に
支
店
を
談
置
し

/

o

.
 

o

.

其
他
爾
鬆̂

撕
« !
衍
、
¥
^

^
刺
"加
亂

^

獨

艇
 

一
衆
亜
弗
利
加
銀
行
の
如
き
諸
鈸
行
に
投
資
を
な
し
以
< 

密
接
の
干
係
を
結
び
一
丸
〇
九
年
に
は
：

「
n

ン
ス
タ
ン 

チ
ノ
ー
ブ
ル」

及
！

5
「

ズ
一
フ
ツ
セ
ル
し
か
に
ま
店
を
設
け

杧
ろ
。
ド
レ
ス
デ
ン
銀
行
亦
海
外
®
引
の
組
織
的
發
達 

を
計
畫
す
るi

6

1

八
九 
一$

5

8

1

8
 

j

を
合
併
し<
支

^

と
な
し
ノ
ー

 
.
八
九_
3£.
年

ブ

'
.
レ
ノ

 
vt 

九
〇

一
年
偸
敦&
支
店
を
談
け
近
年
.
に
至
6
<
は
巴
里 

の「

ゼ
I
、
ア
ル'-フ
ー
ド」

商
會
に
尠4
ら
3'
'

る

投

資

を 

な
■せ
る
が
如
く
他
の
會
社
と
協
力
し
て
獨
逸
南
米
.銀
行 

及
び
獨
逸
東
洋
銀
.
行
の
設
立
を
な
せ6
0 

割

引

會

社

は

一

八
七
三
年
後
に
獨
逸
銀
行
に
寶
却 

j

し

杧

る

「

ヲ

ー

プ

ラ

タ

」

銀

行

の

發*
を
な
し
.一
八
八
〇 

年
に
於
け
ふ
獨
逸i

殖
民
會
社
の
組
織
改
造
及
び
六 

百

萬

愛
0

$
を
有
す>
.̂

ニ
产
ギ-
浐』

會
#
の
設
，
 

立
K
助

力

を

與

べ
4
<
八

^

#

^

亦

漢

儀

ゆ

北

獨

逸

艱

九
丸



因
f

雜 

錄.

行

と

合

同

し

て

I

千

萬

馬

克

の

r

フ1

フ
f
ル
し
銀
行
を
建 

設

し̂

.6

0
其

他「

ベ
ノ
ス
ア
ィ
：レ
ス

」

の「

ト
ロ
ン
キ 

ス
ト

福

^

に

投

資

し

「

ア
ン

ト

ワ

ー

ブ」

の「

ド

ウ

、

ザ 

レ
ーJ

商
會
と
提
携
す
る
に
至

CV、

昝
利
獨
逸
銀
行
の

j  

如
き
.？1

八
九
五
年一

千
离
馬
克
の
資
本
金
を
以
て
同

j  

行
の
監
督
の
下
に
設
立
せ
ら
れ
^
る

名
の
な
6

。

此

外j  

尙
#
太
利
白
耳
義
羅
馬
尼
亜
フ
ル
ガ
リ
ア
等
.に
於
け
る

_  

銀
行
或
はH

業
會
社
に
對
し
尠

&

ら
次
る
投
資
を
な
せ一
 

6

。

只
一
九
〇
〇
年
に
至

1る

迄

倫

敦

に

自

行

の

支

店

を

\ 

る
こ
と
を
な

^j

 

き

:0j

獨
逸
栎
式
諸
銀
行
於
海
外
取
别
，に
對
し
如
何
に其
力

を
|  

傾
注
せ
る
か
は
偸
敦
に
於
け
る
國
際
爲
替
手
形
引
受
業

j  

務
の'成
績
に
徵
す
る
獨
逸
銀
行「

ド
レ
ス
デ
ン」

銀
行 

の
如
き
諸
銀
行
偷
敦
支̂
に
於
け
る
手
形
引
受
額
は
之

|  

を
專
業
と
せ
る
商
人
齦
行

に劣
ら
^
る
金
額
を
示
し
徒|  

に.
在
來
の
經
路を
迪
6
て
保
守
的
營
業
を
營
む
を
以
て 

特
色
i
し
*
石
英
國
預
金
銀
.行
於漸
次
國
際
手
形
引
受 

0
如
ぎ
海
外
取
引
に
染
手
す
る
の
餘
義
な
き
，に
至
ろ
女

1
0
0

i

犬
■

は
'外
國
銀_

舡

蠶

諸_

鐘
_

 

よ
る
名
のi
稱
せ
ら
る
を
見
れ
ば®
發
展
の
1
M1
M
" 

る
を
得
べ
し？. 

( _

$

.
英

獨

市

政

比

輓

論

.

(

其
の
ニ 
ノ

村

田

岩

，
次

郧

蓄

々

會

の

都

市£

む
や
、
猶
封
建
諸
候S

領
に 

舞
ず
る
於
如
く
、
都
市

u

關
ず
る
法
律
名
市
民
及
び
都 

市.
の
-自
由
ょ6
は
、
寧
ろ
特
權0
設
定
馨
を
眼
目i 

し
*
の
で
あ
つ
^
。
議
嘴
は
都
市
の
袈
求
を
容
る

〜

に. 

吝
か
で
あ
る.と
同
滕
に
、
議
員
の
財
産
の
保
護
に
蔗
き 

を

置

き

、

之

舣

爲

め

.
に

は

所

有

ゆ

る

手

段

を

講

匕

、

所 

有
ゆ
る
方
法
を
廻
ら
し
杧
の

P

あ
る
。

.

.

十
九
世
紀
中
幾
多Q

.

大
都
會
は
大
地
主
の
所
盲
池
內ド卜 

發
生
し
杧
の
で
あ
る
财
、
規
に
今
日
、
貴
勝
院
尤
支
酣 

/
V
.>r
民
院
に
於
て
.亦
相
當
.の
地
步
■を
占
め
< 
罟
る
也

主
階
級
は
、
英
國
时
の
土
地
の
殆
ん
ど
全
部

t
所
有
し 

大
多
數
の
人
民

\

ら

地
代
を
徵
し<
居
る
の
であ
る
。 

市
の
住
民
は
貧
富
を
問
は
ず
、

ー
欉
に
偕
地
人
で
あ
る

. 

$

の
家
やH

場
や
事
務
所
の' 建
て
ら
れ
て
届
る
土
地 

は
彼
等
自
身
の
所
有
地
で
«
な
い
、
彼
等
は
恰
$
紐
育 

の「

ァ
ス
ト
ァ」

家
の
所
有
地
内
に
於
け
る
偕
地
人
の
欉 

な
者
で
あ•
る
。
英
國
於
未
だ
純
然
仗
る
農
業
國
で
あ
つ 

杧
塒
代
の
土
地
所
有
者
の
子
孫
於
今
日
尙
依
然
と
し
て 

其
土
地
を
所
有
し
て
居
る
。
而
し
て
此
の

1

事
»
英
國 

の
貴
族
が
飽
く4
で
$
富
裕
で
有6
.
、

爾

餘

の

者

胗

傲
 

く
ま
^
？:p贫
困
で
有
る
事
情
を®̂
;
明
す
る
に
足
る
の
で
. 

あ
る
。
土
地
獨
占
の
制
度
及
び
地
主
階
級
の
政
治
的
勢 

力
を
慮
外
に
慑S

て
英
國
の
都
市
を
了
解
す
る
こ
と
は 

出
來
ぬ
。

土
地
'獨
占
の
範
圍
は
殆
ん
ど
信̂_

い
程
で
あ
る
。
聯 

へ
ロ
王
國

&

の
土
地
の
四
分
の1«
實
に
僅
々
千
ニ
两
名 

の
大
地
由.&

獨
占
しV

居
る
。
而b V

,:

六
千〗

一
百
名0

大
地
主
は®
に
他
の
四
分
の

1

を
獨
占
し
、
爾
餘
の
.
土. 

地
は
三
十〗

萬
ニ
千
百
五
十
名
の
地
主
の
所
有
す
.る
所 

V

あ
る
。
.驚
く
では

な

ぃ
/ ;

>

、

僅
が

一

，
一

十
一

一
名
の
大
地 

主
'

&

實
に
四
-百
五
十
萬
英
加
の
廣
大
な
る
土
地
を
所
有 

し
、
人
口
七
百
萬
を
算
す
る
偸
敦
の
土
地
の
過
半
は
九 

名
の
大
地
主
が
獨
占
し
て
届
る
の
で
あ
る
。
飢
く
の
如 

く
し
て
都
市
は
大
地
主
の
所
有
地
两
に
發
達
し
、
地
主 

連
は
額
に
汗
せ
ず
し
て
、
偕
地
人
は
*
え
、
地
代
の
收 

入
は
益
ガ
增
加
す
る
と
云
ふ
瞋
境
に
身
を
撒
い
^
の
で 

あ
る
。

貴
族
の
所
有
地
は
仳
襲
财
產
と
し
<
保
議
せ
ら
れ
、
所 

.
有
遨
自
身
於
望
む$
之
を
寶
飛
ば
す
と«
出
來
ぬ
。
又 

1

般
の
慣
習
上
、
借
地
人
於
土
地
に
加
へ
杧
改
岛
は
賃 

貸
期
限
の
滿
了
と
共
に
無
償
^
て
地
主
の
手
に
歸
す
る 

こ
と
に
な
つ
て
屈
る
。
斯

く

し

て.
地
主
連
は
借
地
人
の 

加
へ
杷
土
地
改
艮
の
結
果
を
横
取
6
し

て

"

貸

賃

製

約
 

の
：见
敗
に
際
し
て
は
她
代
を
别
上
げ
冬
乙
と

1C
努
め
る


